
１．デザイン開発技術

２．情報処理技術

３．精密加工技術

４．製造環境技術

５．接合・実装技術

６．立体造形技術

７．表面処理技術

８．機械制御技術

９．複合・新機能材料技術

１０．材料製造プロセス技術

１１．バイオ技術

１２．測定計測技術

○ヒトや微生物を含む多様な生物の持つ機能を解明・高度化することにより、医
薬品や医療機器、エネルギー、食品、化学品等の製造、それらの評価・解析
等の効率化及び高性能化を実現するバイオ技術

○具体的には、
・生物が有する高い特異性を生かすことによって有用物質の生産を可能にし、そ
の利用分野は、医薬品や医療機器、再生可能エネルギー、機能性食品、化
成品等多岐にわたる

など

バイオ技術とは・・・

特定ものづくり基盤技術「１１．バイオ技術」



川下分野 課題及びニーズ

共通

ア．高度化・高品質化
イ．環境対応
ウ．低コスト化

医療・健康・介護 ア．オミックス情報等の収集、解析
イ．情報利用を促すシステム構築
ウ．情報解析技術の高度化
エ．生体試料を利用した測定・解析・開発技術
オ．人体における効果・評価
カ．日常における健康状態の測定・解析

環境・エネルギー

ア．未利用バイオマスの利用
イ．生物資源を用いた環境汚染修復

化学品製造産業

ア．原材料としての生物資源の大量生産
イ．情報利用を促すシステム構築
ウ．原材料としての生物資源の改良

食品製造業
ア．有用な生物資源の探索及び利用
イ．情報利用を促すシステム構築
ウ．生物資源、生産・加工プロセスの改良
エ．有用な生物資源の量産化

特定ものづくり基盤技術「１１．バイオ技術」 川下製造業者等が抱える課題及びニーズ

川下分野 課題及びニーズ

流通・物流

ア．食品残渣の堆肥化、有用物質生産等の食品リサ
イクルループに関する技術の高度化

イ．国産食料品の輸出拡大のための設備・技術開発
ウ．鮮度・品質の維持
エ．トレーサビリティ機能



特定ものづくり基盤技術「１１．バイオ技術」 高度化目標の達成に資する特定研究開発等の実施方法

技術開発の方向性

（１）生物資源や製造プロセス等の
多様化に対応した技術開発の方向
性

①生物資源の確保
②製造プロセスの多様化

（２）生物生産プロセス・精製工程
等の効率化・高精度化に対応した技
術開発の方向性

①新規な生物生産プロセス技術の展開
②大量生産に対応できる生物生産プロセス
③消費者心理等社会的ニーズに対応した製造プロセスの確立
④品質管理及び保証

（３）生物資源を用いた生産物等
の有効性の科学的証明に対応した
技術開発の方向性

①分子レベルでの生産物の有効性
②地球レベル、社会レベルでの生産物の有用性

（４）未利用バイオマス資源の高度
利用に対応した技術開発の方向性

①未利用バイオマス資源産出量の推定
②未利用バイオマスの生物による活用プロセスの確立
③ライフサイクルアセスメントの確立

（５）IoT、AI等を活用した技術開
発の方向性

①センサ技術等を活用した信頼性の高いデータの取得・蓄積
②ＩｏＴ、ＡＩ等の活用による設備等の予知保全・遠隔保守、運用最適化、匠の技のデジタル化等を通じたバイオに
係る技術開発の効率化・生産性向上

③ＩｏＴ、ＡＩ等の活用による新たなサービス創出



サポイン採択年度 プロジェクト名 研究開発体制

平成26年度 ｉＰＳ細胞等の３次元大量培養技術の開発
(株)ジェイテックコーポレーション、大阪大学、
(公財)新産業創造研究機構

平成25年度 既存の培養プレートを利用した自動培地交換ユニットの開発 高砂電気工業(株)、東京大学、(株)リプロセル、(株)アクアテック

特定ものづくり基盤技術「１１．バイオ技術」 研究開発事例








